
浜松市モビリティサービス推進
コンソーシアム

令和5年度第1回会議
令和5年6月1日（木）10:30-11:30



次 第

１ 開会
２ 共同幹事挨拶
３ 会員の状況
４ Well-Being指標の活用
５ モビリティ分野におけるデータ利活用について
６ 会員のモビリティ関連のプロジェクトについて
７ 意見交換
８ 閉会



２ 共同幹事挨拶

■ 浜松市
デジタル・スマートシティ推進部長 水谷 供子

■ 遠州鉄道㈱
経営企画部長 岡野 裕貴

■ スズキ㈱
次世代モビリティサービス本部 本部長 熊瀧 潤也



3 会員の状況

※50音順

• 一般会員 102団体（令和5年6月1日時点）。
• R4第5回会議（令和5年3月22日）時点の97団体から、一般会員5団体が新規会員に。

No. 法人名

1 兼松株式会社
2 株式会社サーラコーポレーション
3 株式会社スカイワード・オブ・モビリティーズ
4 ＤＲＯＮＥ ＦＵＮＤ株式会社
5 企業組合フジヤマドローン（ドローンエアベース浜松）



４ Well-Being指標の活用



国（デジタル田園都市国家構想）
地域の人々のWell-Beingの向上の実現といった共通のゴールに向け価値観の共有
を進め、共助の取組を引き出す。
（Well-Beingに係る指標の整備、活用の推進）

デジタル庁
デジタル社会の実現に向けた重点計画（概要）より

市（デジタル・スマートシティ構想）
人口減少・少子高齢化やインフラ老朽化、コロナ禍の状況においてデジタルの力
を最大限に活用し「市民QoLの向上」と「都市の最適化」
を目指しデジタルで“繋がる未来”を官民で共創

Well-Beingの視点で
暮らしやすさと幸福感を実感できるように
地域幸福度（Well-Being）指標を

活用していく

４ Well-Being指標の活用



出典 デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being)指標の活用促進に関する検討会（第1回）資料

４ 国が示すWell-being指標の活用の方向性



４ Well-Being指標を先行的に活用する4分野

ウエルネス分野

交通／モビリティ分野

カーボンニュートラル／
エネルギー分野

スタートアップ分野

広大な市域や自動車産業が盛
んな都市の特徴を活かした取
組を推進。

再生可能エネルギー導入容量日本
一の特徴を活かし、産学官金によ
るプラットフォームを形成し、
様々なスマートプロジェクトを推
進。

市民がいつまでも健康で幸せ
に暮らせる「予防・健幸都
市」の実現を目指し、官民で
取組を推進。

スタートアップと地域のも
のづくり企業との融合によ
る新産業の創出を目指す。

◎市民の幸福度向上への寄与度
◎デジタル・スマートシティの取組方針との親和性

選定の観点



１ ２市民のWell-Beingを検討 プロジェクト・サービス検討

Decidim・NOTEを活用した情報公開

浜松市が作成したシナリオを参
考に市民のWell-Beingを検討

浜松市民のWell-Being向上に資
するプロジェクトなどを検討

対象者 モビリティサービス
推進コンソーシアム会員

日時 2023年4月25日（火）
9:30-12:30

会場 浜松市地域情報センター

Agenda
１．開会宣言
２．LWCIインプット（南雲様）
３．シナリオ説明（瀧本）
４．ワークショップ①

休憩
５．ワークショップ②
６．グループ発表
７．閉会宣言

日時 2023年7月3日（月）
9:30-12:30

会場 浜松市地域情報センター

Agenda
１．1回目の振り返り
２．ワークショップ①

休憩
３．ワークショップ②
４．グループ発表
５．今後について

４ Well-being指標の活用に関するワークショップ全体スケジュール

参加者追加募集中 



事業者名 所属部署 参加者 事業者名 所属部署 参加者

株式会社フジEAPセンター 代表取締役 坂部 善久 株式会社サーラコーポレーション 浜松共創推進室長 井上 徹

MONET Technologies 株式会社 MaaS推進部 東日本事業推進課 課
長代理

樫尾 英明 株式会社I mbesideyou CRO(Chief Revenue Officer) 杉本 浩一

ヤマト運輸株式会社 浜松主管支
店

浜松法人営業支店 フィールドエグ
ゼクティブ

小林 直樹 遠州鉄道株式会社 生命保険営業課 主任 横川 真也

遠州鉄道株式会社 経営企画課 主任 渡邊 竜太 スズキ株式会社 次世代モビリティサービス本部
係長

五十嵐 薫

浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
主任

鈴木 悠馬 浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
課長補佐

新村 仁

浜松市 企画課 課長補佐 加藤  健太郎 浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
主任

伊藤 達也

東京海上日動火災保険株式会社 デジタルイノベーション部アライア
ンス推進室 担当課長

石川 沙莉 東京海上日動火災保険株式会社 浜松支店浜松支社 支社長代理 小山 沙紀

株式会社 杏林堂薬局 健康医療ネットワーク推進部 地域
医療連携推進室 シニアマネー

河合 幸久 株式会社 杏林堂薬局 健康医療ネットワーク推進部 地域
医療連携推進室 室長

内山 貴雄

株式会社I mbesideyou CCSO（Chief Customer Success
O cer）

南郷 ゆな 株式会社サーラコーポレーション イノベーション推進部 新規事業開
発グループ

山本 正彦

ヤマハ発動機株式会社 クリエイティブ本部フロンティアデ
ザイン部

住友 剛 株式会社ハマキョウレックス HMK Nexus 株式会社
代表取締役社長

内田 貴啓

認証NPO法人はままつ子育てネッ
トワークぴっぴ

藤田 麻希子 ヤマハ発動機株式会社 新事業推進部 企画グループ 主務 増井 惇也

スズキ株式会社 次世代モビリティサービス本部
一般

神谷 直輝 浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
グループ長

三輪 光司

浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
主任

山本 晃央 浜松市 ウエルネス推進事業本部 主任 水野 勝久

東京海上日動火災保険株式会社 名古屋営業第二部営業第三課 課長 川越 維一郎 東京海上日動火災保険株式会社 浜松支店浜松支社 次長 田附 森夫

株式会社サーラコーポレーション 浜松共創推進室 野中 大介 東京海上日動火災保険株式会社 浜松支店浜松支社 副主任 加藤 菜々子

遠州鉄道株式会社 生命保険営業課 主任 曾我 遼佑

認証NPO法人はままつ子育てネッ
トワークぴっぴ

理事長 原田 博子

スズキ株式会社 山﨑 薫

浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
グループ長

森 真也

浜松市 カーボンニュートラル推進事業本部
グループ長

内崎 哲

東京海上日動火災保険株式会社 デジタルイノベーション部 部長 平山 寧

グループ
C

子育て世
代（就学
児を持つ
親）

グループ
E

免許返納
者

グループ
D

通勤者

グループ
A

子育て世
代（全
般）

グループ
B

（未就学
児を持つ
親）

４ Well-being指標の活用に関する第1回ワークショップ参加者



■ グループワーク①

■ グループワーク②

東京海上日動火災保険㈱と連携し4/25にWell-being指標活用のWSを開催

４ Well-being指標の活用に関する第1回ワークショップ内容

 モビリティや実現可能性、実施主体などに関わらず自由に
意見出しを実施、中間発表

 第2回WSにつながるよう意見の整理を実施、発表



 7/3に第2回WSを開催 Well-being向上に資するプロジェクトやサービスを検討

４ Well-being指標の活用に関する第1回ワークショップ内容



４ Well-being指標の活用に関する第1回ワークショップ内容

インプット部分や発表の動画など、
当日の様子は、浜松市Decidimから
⇒http://Hamamatsu.makeour.city/

第二回ワークショップの参加者を
追加募集しています  
⇒https://forms.gle/XGzrMDd5isYVHj9n7

浜松市Decidim 申込フォーム



４ Well-being指標の活用に関する第2回ワークショップに向けて

・参加者アンケート結果（回答７名）
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第1回ワークショップを通じて

（Well-Being（指標）について）

理解度 サービス活用できそうか
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第2回ワークショップに向けて期待すること

Well-Bing理解向上 交流・連携 サービス・プロジェクト創出

【回答】1 期待しない～５ 期待する

（人数）

（人数）

（回答） （回答）

＜そのほかの意見や感想＞
・普段困っていることや不便に思っていることを
深追いすることの大切さを感じた。
・具体化出来るかが課題かと思われる。

＜そのほか期待することなど＞
・LWC指標を策定しているSCI-Jの方からのご教示や交流により
さらに理解が深まるとともに具体的なサービスアイディアが
出てくるのではないかも考えており、そちらを期待しており
ます。
・このアンケートを答えながら、第1回のことを結構忘れてし
まっていた。第2回に参加することで、Well-Being（指標）
への理解と使い方をもっと習得したい。

【回答】1 低い～５ 高い



5 モビリティ分野におけるデータ利活用について



5 モビリティ分野におけるデータ利活用について

今年度のコンソーシアムの取組として、以下を予定。

①オンラインセミナーの開催

②データ利活用に関するＷＳ形式の勉強会・意見交換会の開催

※詳細については、Slackで連絡します。



6 会員のモビリティ関連のプロジェクトについて



DRONE FUND Insights



































7 意見交換


